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薩摩半島に根付いた芋蜜文化
を、全国へ、そして世界へ。

よもぎ餅に「あめんどろ」と
呼ばれる芋蜜をつけて食べる
早春の薩摩半島の食文化。そ
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全国有数のサツマ
イモ生産量を誇る
南薩摩

あめんどろ作りに欠かせない
特製の蒸気釜

唐芋農場が唯一、あめんどろ
の伝統製法を継承

よもぎ餅とあめんどろは頴娃・知覧の
春の節句には不可欠

左から、安納芋蜜、紫芋密、薩摩芋密

よもぎ餅で食べるあめんどろは
南薩摩の春の風物詩

日本の伝統が生んだ究極の自然蜜
「あめんどろ」は日本のサツマイモ
栽培が発祥した南薩摩半島で、春の
節句の際のよもぎ餅にかける蜜とし
て伝統が継承されている。やさしい
甘味が特徴であるのに加え、ハチミ
ツ等と比較し抗酸化力、食物繊維量、
ポリフェノール量で各段に勝る、身
体にもやさしい素朴な伝統自然食品。
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商品情報

鹿児島県南九州市頴娃町上別府9693番
☎050-3786-4132

株式会社唐芋農場
関連団体

あめんどろスイートポテトシロップは薩摩芋
蜜、安納芋蜜、紫芋蜜の 3 種類。贈答に便利
な瓶入りと家庭用のラミネートパウチが選べ
る。永野のあめんどろ ( 麦芽入 ) は地元限定
販売の逸品。
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審査専門委員

法政大学
教授

図司 直也 氏

南薩摩のあめんどろ
名称の由来／南薩摩半島に古くから伝わる芋飴を地域の人は「あめんどろ」
と呼び、その伝統製法を唐芋農場が受け継いでいる。

製法の特徴／地場産のサツマイモを蒸気釜内でスラリー状になるまで撹拌
し、一定温度まで冷まして糖化。さらに水分含有率20%になるまで煮詰める。

原材料の特徴／原料芋はでんぷん質、糖化酵素に富んだ地場産品種を使用。
雑味がなく、味覚性にも優れている。

品質と安全性／前処理、蒸し・撹拌、糖化、搾汁の各工程で規格に逸脱なきこと
を目視確認。煮詰め工程の際は糖度計も使用する等で品質を確認する。

特認者／ 969府別上町娃頴市州九南県島児鹿（ 場農芋唐社会式株 3番）

本場の本物  118119  本場の本物


